
脱炭素

71 週刊エコノミスト 2025.9.16

２
０
２
５
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
脱
炭
素
を
継
続
し
て
進
め

る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主

力
電
源
と
し
て
最
大
限
導
入
す
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。
大
型
の
太
陽
光
発
電
の

導
入
が
一
段
落
し
、
現
在
は
屋
根
置
き

型
の
よ
う
な
需
要
併
設
型
の
太
陽
光
発

電
の
整
備
が
拡
大
し
て
い
る
。し
か
し
、

30
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
46
％
削
減
す

る
と
い
う
高
い
目
標
を
達
成
す
る
に

は
、
さ
ら
な
る
電
源
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

　
そ
の
中
で
、
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
水
力
発
電
で
あ
る
。水
力
発
電
は
、

既
存
発
電
所
の
再
投
資
に
よ
る
発
電
増

強
、
地
域
で
進
め
ら
れ
る
中
小
水
力
発

電
の
新
設
に
加
え
、
治
水
ダ
ム
の
活
用

と
い
う
新
し
い
方
向
性
が
浮
上
し
て
い

る
。
水
力
発
電
は
古
く
か
ら
日
本
の
経

済
成
長
を
支
え
て
き
た
が
、
環
境
破
壊

へ
の
批
判
が
高
ま
り
、
大
規
模
ダ
ム
の

新
規
建
設
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
て

い
た
。

経
済
安
保
で
も
注
目

　
加
え
て
近
年
は
、
経
済
安
全
保
障
の

観
点
も
加
わ
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
以
降
、米
国
で
は
「
自
国
第
一
主
義
」

が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
、
脱
炭
素
を
目
指
す
方
針
は
変

わ
ら
な
い
も
の
の
、
経
済
安
保
に
重
心

を
移
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

原
子
力
は
「
準
国
産
資
源
」
と
し
て
重

要
性
が
増
す
一
方
、
太
陽
光
、
風
力
は

引
き
続
き
後
押
し
さ
れ
る
が
、
そ
の
機

器
の
多
く
が
中
国
製
で
あ
る
こ
と
へ
の

懸
念
も
根
強
い
。
過
度
な
依
存
を
避
け

る
た
め
、
調
達
の
多
様
化
や
国
産
比
率

の
向
上
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
は
日
本
に
と
っ
て
も
無

関
係
で
は
な
く
、
水
力
の
再
評
価
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
実
際
、
治
水
用
ダ
ム
に
は
大
き
な
潜

在
力
が
残
さ
れ
て
い
る
。
全
国
５
８
３

基
の
治
水
用
ダ
ム
の
う
ち
２
２
４
基
に

し
か
商
用
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
約
６
割
の
治
水
用
の
ダ
ム
が
発

電
と
無
縁
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
既
存

の
治
水
用
の
ダ
ム
を
活
用
す
れ
ば
、
環

境
破
壊
の
批
判
が
多
い
新
規
ダ
ム
開
発

治
水
ダ
ム
の
発
電
潜
在
力
に
脚
光

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
へ
政
策
大
転
換

日
本
が
掲
げ
る
脱
炭
素
目
標
達
成
に
は
、
さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
眠
れ
る
資
源
・
治
水
ダ
ム
の
活
用
だ
。

瀧た
き
ぐ
ち口　

信し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
日
本
総
合
研
究
所
創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

眠
れ
る
脱
炭
素
電
源

エコノミスト

リポート

ハイブリッドダムとしての取り組みが進む徳山ダム　　共同通信
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を
行
わ
ず
と
も
水
力
発
電
量
を
拡
大
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。
全
て
の
治
水
用

の
ダ
ム
で
発
電
規
模
の
大
き
い
ダ
ム
並

み
に
発
電
を
行
え
ば
、
日
本
全
体
の
水

力
発
電
量
は
現
状
か
ら
４
～
７
割
程
度

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
運
用
の

工
夫
を
図
れ
ば
、
さ
ら
に
２
割
程
度
発

電
量
を
増
や
せ
る
と
さ
れ
、
伸
び
し
ろ

は
大
き
い
。

　

そ
も
そ
も
ダ
ム
に
は
大
き
く
分
け

て
、治
水
ダ
ム
と
利
水
ダ
ム
が
あ
る（
表

１
）。

　
治
水
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
河
川
の

最
低
限
の
水
を
確
保
す
る
た
め
の
ダ
ム

で
あ
り
、
利
水
ダ
ム
は
、
発
電
用
、
農

業
用
、
工
業
用
、
生
活
用
と
い
っ
た
水

を
「
利
用
す
る
」
ダ
ム
で
あ
る
。
治
水

を
つ
か
さ
ど
る
国
土
交
通
省
や
都
道
府

県
は
、
治
水
専
用
の
ダ
ム
に
利
水
機
能

を
加
え
た
多
目
的
ダ
ム
を
整
備
し
、
発

電
も
行
っ
て
き
た
。

　
加
え
て
近
年
は
さ
ら
に
、
治
水
と
発

電
の
両
立
を
目
指
す
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ダ
ム
」
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
気
象

予
測
技
術
を
取
り
入
れ
、
各
機
能
に
分

か
れ
て
い
る
貯
水
容
量
を
共
有
化
し
、

治
水
機
能
と
発
電
機
能
を
向
上
さ
せ
た

ダ
ム
の
新
た
な
形
を
提
示
し
て
い
る
。

慎
重
な
運
用
は
当
然
だ
が

　
こ
れ
ま
で
、
治
水
用
の
ダ
ム
の
発
電

利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
根
本
的
な
原
因

は
、
洪
水
調
節
と
発
電
は
利
害
が
一
致

し
な
い
こ
と
に
あ
る
。「
河
川
管
理
者
」

で
あ
る
国
や
自
治
体
は
洪
水
を
起
こ
さ

な
い
治
水
対
策
が

第
一
で
あ
り
、
発

電
に
は
積
極
的
で

な
か
っ
た
。
特
に

梅
雨
か
ら
秋
の
台

風
シ
ー
ズ
ン
ま

で
、
雨
の
多
い
６

月
か
ら
10
月
に
か

け
て
は
、
ダ
ム
の

運
用
を
規
定
す
る

「
操
作
規
則
」
で

「
洪
水
期
制
限
水

位
」（
洪
水
貯
留
準

備
水
位
と
も
呼
ば

れ
る
）
と
い
う
最

高
水
位
が
明
示
さ

れ
、「
水
位
を
こ
れ

よ
り
上
昇
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
」
と

定
め
ら
れ
て
い

る
。
河
川
管
理
者

が
安
全
を
期
し
た
慎
重
な
運
用
を
行
う

の
は
当
然
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
自
治
体
が
公
表
す
る
ダ
ム

水
位
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
洪
水
期
制
限

水
位
を
大
き
く
下
回
る
慎
重
な
運
用
が

行
わ
れ
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
は
水
位
上
昇
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
運
用
の
仕
方
次
第
で
、
治
水

用
の
ダ
ム
で
の
発
電
を
増
や
し
う
る
の

で
あ
る
。

　

国
交
省
も
そ
の
課
題
意
識
を
持
ち
、

治
水
ダ
ム
の
発
電
利
用
で
大
き
な
政
策

転
換
を
進
め
て
い
る
。24
年
８
月
に「
水

循
環
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

50
年
の
脱
炭
素
達
成
に
向
け
、
全
国
の

各
種
ダ
ム
を
最
大
限
活
用
し
、
流
域
関

係
者
の
連
携
に
よ
る
最
適
な
水
管
理
を

徹
底
し
、
官
民
連
携
に
よ
り
水
力
発
電

の
発
電
量
を
最
大
化
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ダ
ム
政
策
」
を
推
進
し
て
い
る

（
図
）。

　
安
全
が
確
保
で
き
る
と
き
は
水
位
を

高
め
て
貯
水
量
を
確
保
し
、
豪
雨
時
は

安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
貯
水
能
力
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
運
用
す
れ
ば
、
治

水
の
強
化
と
発
電
の
促
進
は
両
立
し
う

る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
の
は
ダ
ム
の
水

位
で
は
な
く
、
下
流
で
洪
水
を
起
こ
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
気
象
予

測
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
予
測
、
ダ
ム
の

水
位
予
測
、
下
流
の
水
位
予
測
を
行
い

表１　ダムの分類

機能 単体機能ダムの名称 複合機能ダムの名称

洪水調節や河川の
水流確保 治水ダム	

多目的ダム
（治水とその他
の機能を併用
するダム）

ハイブリッドダム
（治水能力を高
め、発電量を増
やしたダム）

生活用水供給

利水ダム

生活用ダム

農業用水供給 農業用ダム

工業用水供給 工業用ダム

水力発電設備を設
置し電力を供給 発電用ダム

（出所）筆者作成

ハイブリッドダムのイメージ

洪
水
調
節
容
量

洪
水
調
節
容
量

利
水
容
量

利
水
容
量

水力発電の促進×治水の強化

雨が予測されない場合貯水位を上げる
＝発電機能向上

大雨が予測される時は水位を下げる
＝治水機能向上

（出所）日本総合研究所作成

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
容
量
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な
が
ら
、
複
数
の
ダ
ム
の
運
用
を
連
携

し
、下
流
で
一
定
水
位
を
保
つ
た
め
に
、

河
川
流
域
全
体
で
情
報
を
共
有
す
る

「
流
域
水
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の

構
築
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
ダ
ム
単
体
で
の
治
水
と
発
電
の
併

用
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
上
で
、
気
象

シ
ス
テ
ム
、
上
流
、
ダ
ム
、
下
流
の
デ

ー
タ
を
包
含
す
る
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

　
ダ
ム
周
辺
の
住
民
は
、
発
電
を
始
め

る
、
発
電
量
を
増
や
す
と
い
う
話
を
聞

け
ば
、
自
ら
の
生
活
が
浸
水
で
脅
か
さ

れ
な
い
か
不
安
に
な
る
。
実
際
に
は
適

切
な
運
用
に
よ
り
洪
水
回
避
能
力
が
向

上
す
る
こ
と
を
、
十
分
に
説
明
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
治
水
用
の
ダ
ム
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ダ

ム
化
は
、
国
交
省
に
よ
り
、
①
ダ
ム
運

用
の
高
度
化
、
②
発
電
設
備
の
新
設
、

③
ダ
ム
そ
の
も
の
の
強
化
─
─
の
３
段

階
で
進
め
ら
れ
て
い
る
（
表
２
）。

「
ダ
ム
運
用
」の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、

国
交
省
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

（
水
資
源
機
構
）、
あ
る
い
は
自
治
体
が

管
理
す
る
治
水
機
能
と
発
電
機
能
を
持

つ
多
目
的
ダ
ム
に
お
い
て
、
24
年
度
時

点
で
は
72
ダ
ム
で
試
行
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る

徳
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
）
で
大
雨
に
伴
い

洪
水
調
節
用
の
放
水
口
か
ら
放
流
し
て

い
た
も
の
を
発
電
用
放
流
管
に
流
し
た

り
、
国
交
省
が
管
理
す
る
長
安
口
ダ
ム

（
徳
島
県
）
で
、大
雨
が
降
っ
た
際
に
発

電
用
の
放
流
管
に
通
常
よ
り
多
く
の
水

を
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
発
電
量
を

増
や
す
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
水
資
源
機
構
の
管
理
す
る

高
山
ダ
ム
（
京
都
府
）
で
は
、
気
象
予

測
技
術
を
活
用
し
て
洪
水
期
制
限
水
位

を
超
え
て
貯
水
を
行
う
こ
と
で
発
電
用

の
貯
水
量
を
増
や
し
、
関
西
電
力
が
発

電
量
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。

　
同
様
の
例
は
、八
戸
ダ
ム（
島
根
県
）、

永
瀬
ダ
ム
（
高
知
県
）
で
洪
水
調
節
を

所
管
す
る
県
の
土
木
部
と
発
電
を
所
管

す
る
県
の
企
業
局
が
協
力
す
る
形
で
実

現
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
融
雪

時
期
に
融
雪
水
が
流
れ
込
ん
で
か
ら
無

駄
に
放
流
す
る
の
で
は
な
く
、
早
め
に

発
電
を
行
い
な
が
ら
放
流
し
、
空
い
た

容
量
を
用
い
て
貯
水
し
、
発
電
量
を
増

や
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

試
さ
れ
て
い
る
。

「
発
電
設
備
の
新
設
」
に
つ
い
て
は
、

国
交
省
が
管
理
す
る
三
つ
の
ダ
ム
で
の

実
証
が
始
ま
っ
て
い
る
。
湯
西
川
ダ
ム

（
栃
木
県
）、尾
原
ダ
ム
（
島
根
県
）、野

村
ダ
ム
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
は
、
気

象
予
測
技
術
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
新
た

に
ダ
ム
を
新
設
し
て
発
電
を
行
う
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
国
交
省
が
24

年
６
月
に
公
表
し
た
「
既
設
ダ
ム
へ
の

水
力
発
電
設
備
設
置
・
運
営
事
業
に
係

る
事
業
者
公
募
の
手
引
き
」を
も
と
に
、

発
電
事
業
者
が
公
募
さ
れ
、
25
年
度
中

に
事
業
者
が
採
択
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

「
ダ
ム
そ
の
も
の
の
強
化
」
に
つ
い
て

は
、今
後
、本
格
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
交
省
が
管
理
し
、
関
西
電
力
が
発
電

を
行
う
新
丸
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
）
で
実

際
に
ダ
ム
の
か
さ
上
げ
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

都
道
府
県
ダ
ム
に
波
及
へ

　
現
在
は
国
交
省
が
洪
水
調
整
機
能
を

確
保
し
な
が
ら
、
発
電
増
に
向
け
て
実

証
的
な
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
今
後
、
国
交
省
中
心
の
試
行

か
ら
本
格
的
な
事
業
に
発
展
し
、
そ
れ

が
都
道
府
県
の
ダ
ム
に
波
及
す
る
こ
と

に
な
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ダ
ム
は
脱
炭

素
に
向
け
た
直
近
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

（
一
里
塚
）
と
な
る
30
年
に
向
け
、新
た

な
市
場
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。

�

表２　ハイブリッドダムの例

事例
担当組織

取り組み内容
治水 発電

①    ダム運用の高度化

徳山ダム（岐阜県） 水資源機構 中部電力 放水口変更

長安口ダム（徳島県） 国土交通省 徳島県企業局 発電放水量増

高山ダム（京都府） 水資源機構 関西電力 制限水位緩和

八戸ダム（島根県） 島根県土木部 島根県企業局 〃

永瀬ダム（高知県） 高知県土木部 高知県公営企業局 〃

②    発電設備の新設

湯西川ダム（栃木県） 国交省 （公募） 発電新増設

尾原ダム（島根県） 国交省 （公募） 〃

野村ダム（愛媛県） 国交省 （公募） 〃

③    ダムそのものの強化

新丸山ダム（岐阜県） 国交省 関西電力 かさ上げで増電

（出所）国交省資料を基に筆者作成


